
 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３年９月２８日 

 

～サーキュラーエコノミーの実現に向けて～ 

【業界初】「燃やさない保険（衣料品循環費用補償）」の販売開始 

 

 ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループの三井住友海上火災保険株式会社（社長：舩曵 真一郎）は、 

豊田通商株式会社（社長：貸谷 伊知郎）と衣料品事業者向けに「燃やさない保険（衣料品循環費用補償特

約）」を開発し、１０月から販売開始します。 

 本商品は、衣料品に損害が生じた場合、従来は焼却廃棄されていた衣料品を循環（リサイクル、アップ

サイクル）させるために、事業者が負担する追加費用等を補償する業界初の特約です。 

 当社は、本商品の提供を通じて、衣料品の循環を促すことで、サーキュラーエコノミー※１の実現を目指

します。 
 

※１：循環経済。従来の３Ｒ（Ｒｅｄｕｃｅ：減らす、Ｒｅｕｓｅ：繰り返し使う、Ｒｅｃｙｃｌｅ：再資源化する）に 

 加え、資源投入量・消費量を抑えつつ、ストックを有効活用しながら、サービス化等を通じて付加価値を生み出す 

経済活動。 

 

１．開発背景 

近年、アパレル業界では、大量廃棄（アパレルロス）等、環境負荷の高い産業構造が社会問題となって

おり、廃棄される衣料品が少なくなる循環型モデルの取組が注目されています。 

一方、損害が発生した衣料品の循環には、焼却廃棄するよりも多くのコストや手間が発生するため、 

サーキュラーエコノミー実現の障壁となっています。 

こうした状況を踏まえ、両社は、アパレルロス問題の解消に向けた「サーキュラーエコノミー構築共同

事業」を４月から開始しました。保険を活用した新たな循環型モデルの検討を進める中、本商品の共同

開発が実現しました。 

 

２．商品概要 

（１）特長 

衣料品製造メーカーや販売店等を対象として、製造・流通過程における火災や水濡れ等により衣料品に

損害が生じた際、事業者が衣料品を循環させるために要する追加費用※２を補償します。 
 

※２：衣料品循環事業者に衣料品を委託する費用や、衣料品循環事業者がリサイクル・アップサイクルにあたり、衣料品       

   を加工する費用等。 

 

＜本商品の仕組み＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）各社の役割 

会社名 役割 

三井住友海上 衣料品を焼却廃棄する代わりに循環させるためにかかる追加費用等を補償します。 

豊田通商 衣料品を再度繊維原料へとリサイクル・アップサイクルし、再循環を促します。 

 

以 上 

 

 

保険金（衣料品循環費用） 

のお支払い 

豊田通商 

（衣料品循環事業者） 
保険契約者 

（衣料品メーカー/販売会社等） 

リサイクル、 

アップサイクル依頼 
保険金請求 

リサイクル、 

アップサイクル代金の請求 


